
連絡先 自動車局 審査・リコール課 リコール監理室 

TEL 03-5253-8111 内線 42354 

ホームページアドレス http://www.mlit.go.jp 

 

リコール届出一覧表 

リコール届出日：平成 24年 12月 6 日 

リ コ ー ル 届 出 番 号 外-1884 リコール開始日 平成 24年 12月 7日 

届出者の氏名又は名称 

ＵＤトラックス株式会社      製 作 国：スウェーデン 

代表取締役 ﾖｱｷﾑ･ﾛｰｾﾞﾝﾊﾞｰｸﾞ     製 作 者 名：ﾎﾞﾙﾎﾞﾄﾗｯｸ ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

                 問い合わせ先：ﾎﾞﾙﾎﾞﾄﾗｯｸｽ ｼﾞｬﾊﾟﾝ事業部 

                 TEL 03-6684-8810（代表） 

不具合の部位（部品名） ばい煙、悪臭のあるガス、有害なガス等の発散防止装置(ＥＧＲ差圧センサー) 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性能

の 状 況 及 び そ の 原 因 

大型トラックにおいて、エンジンのＥＧＲ差圧センサーの配線部の内部構造

が不適切なため、車両振動などを受けて、保護チューブ内で配線同士が接触し、 

被覆が摩耗するものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、被 

覆が剥がれ、最悪の場合、センサーの配線が断線または短絡することで、エン 

ジン警告灯が点灯するとともにＥＧＲが作動しなくなるため、排出ガス値が基 

準値を超えるおそれがある。 

ＥＧＲ（排気ガス再循環装置）：排気ガスを燃焼室に循環させることにより、 

排気ガス温度の上昇を抑え、窒素酸化物の生成を抑制するもの 

改 善 措 置 の 内 容 全車両、ＥＧＲ差圧センサーを対策品と交換する。 

不 具 合 件 数 0件 事故の有無 無し 

発 見 の 動 機 本国からの情報による。 

自動車使用者及び自動車

分解整備事業者に周知 

さ せ る た め の 措 置 

・使用者：電話又はダイレクトメールで通知する。 

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関紙に掲載する。 

・改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアストライカー付近に 

Ｎｏ.外-1884のステッカーを貼付する。 

 

車 名 型 式 通称名 
リ コ ー ル 対 象 車 の 車 台 番 号 

（シリアル番号）の範囲及び輸入期間  

リコール対

象車の台数 
備考 

ボルボ 

‐B2TDA1‐ FH 
YV2AFY0A6AA697797～YV2AFY0A3AA697904 

平成 22年 7月 16日 
9台 

 

-H2TDA1- FH 
YV2AM20A2BA702921 

平成 23年 1月 11日 
1台 

 

-H2TEA1- FH 
YV2AM20A0BA719779～YV2AM00A8CA722466 

平成 23年 11月 18日～平成 23年 12月 21 日 
3台 

 

LDG-H3RTF1 FH 
YV2A0T1C2BA701950～YV2A0T1C7BA718694 

平成 22年 12月 20日～平成 23年 11月 1 日 
12台 

 

LKG-H2TDA1 FH 
YV2AM00A7AA698920～YV2AM00A0CA720470 

平成 22年 9月 1日～平成 23年 11月 18 日 
122台 

 

LKG-H2TEA1 FH 
YV2AM00A4AA699085～YV2AM00A8BA717945 

平成 22年 9月 1日～平成 23年 10月 19 日 
48台 

 

http://www.mlit.go.jp/


車 名 型 式 通称名 
リ コ ー ル 対 象 車 の 車 台 番 号 

（シリアル番号）の範囲及び輸入期間 

リコール対

象車の台数 

 

ボルボ 

QKG-H2TDA1 FH 
YV2AM00A9BA705447～YV2AM00A3CA722083 

平成 23年 3月 4日～平成 23年 12月 21 日 
10台 

 

QKG-H2TEA1 FH 
YV2AM00A7BA716785～YV2AM00A2BA717830 

平成 23年 8月 31日～平成 23年 11月 1 日 
5台 

 

不明 FH 
YV2AM00A0AA698967～YV2AM20D3CA722350 

平成 22年 9月 1日～平成 23年 12月 21 日 
120台  

 （計 9型式） (計 1車種) 
（ 輸 入 期 間 の 全 体 の 範 囲 ） 

平成 22年 7月 16日～平成 23年 12月 21 日 
(計 330台) 

 

【注意事項】 リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれます。 


